


補助金申請システム（Jグランツ）のプロトタイプ版（執行に必要な基本機能を実装、19年3月完
成）を利用し、改善点・追加開発事項の抽出のためのモニターテストを実施（19年6～7月）。

開発の進捗状況に鑑み、以下のとおり、運用開始時期を見直し。当初の予定通り、19年度中の中
小企業向け3補助金（※）での利用開始、20年4月からの各省庁・有志自治体での利用開始を目
指す。

○Jグランツの運用開始時期
・19年9月末 ：プロトタイプ版をベースに、申請者向けの操作画面や機能を提供。
・19年12月中旬：中小企業向け3補助金（19年度補正事業を想定）に間に合うよう外部審査機能等

の事務局機能を提供。また、 UI/UXを改善。19年度中の利用開始。
・20年4月 ：事務局側の処理機能拡充、UI/UXをさらに改善。各省庁・有志自治体での利用開始。

（※）ものづくり・商業・サービス経営力向上支援補助金、小規模事業者持続化補助金、IT導入補助金

１．補助金申請システム（Jグランツ）の開発状況

７月31日（水）、「中小企業の行政手続簡素化関係幹部打合せ」を開催し、「補助金申
請システムの展開」及び「社会保険手続へのID／パスワード方式の導入」について議論。
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自治体への展開については、FS調査に参加意向を示した30自治体のうち、23自治体がモニター調査
を実施。

その後に行ったアンケートや直接訪問における自治体側からの主な意見は、以下のとおり。

関係省庁間で対応方針を決定し、引き続き、総務省と中小企業庁で連携して自治体への働きかけを
行っていく。

○Jグランツの導入に際しての課題
・システムの機能（検索、出力、外部審査、エラーチェック等）の充実。
・システム環境の整備や情報セキュリティの対応が必要。
・自治体の既存業務システムとの接続。
・補助金の申請件数が少ないので費用対効果の面で検討が必要。
・補助金申請システムの導入に際して、補助金交付要綱や文書管理規程などの見直しが必要。
・事業者のITリテラシーに差が大きい。事業者によっては、スキャナーの導入等の費用負担が発生。サポート
対応が必要。
※下線は今回のアンケートや直接訪問で新たに得られた意見。

２．Jグランツの自治体展開に関する取組状況






